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①
「
火
災
ゼ
ロ
」
一
声
運
動
（
広
報
警
戒
、
防
火
パ
レ
ー
ド
、

　
火
防
督
励
な
ど
）

②
広
報
媒
体
（
広
報
紙
、
防
災
行
政
無
線
な
ど
）
を
活
用
し

　
た
広
報

③
住
宅
用
火
災
警
報
器
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
設
置
運
動

④
幼
少
年
期
か
ら
の
火
災
予
防
の
意
識
づ
け

⑤
火
災
予
防
運
動
・
防
災
訓
練
・
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
お

　
け
る
火
災
予
防
対
策

⑥
各
事
業
所
な
ど
へ
の
防
火
指
導

⑦
そ
の
他
、
年
間
を
通
じ
て
季
節
に
応
じ
た
火
災
予
防
対
策

　
な
ど

地域の安全安心を守る
　　　田村市消防団

No.13

消防団だより

が
、
今
年
度
も
「
検
閲
を
含
め
た
各
種
行
事
」「
防
災
訓
練
、
消
防
操
法

を
含
め
た
各
種
訓
練
」
な
ど
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
防
団
と
し
て

の
防
災
力
の
強
化
を
図
り
、
安
全
・
安
心
の
田
村
市
づ
く
り
の
た
め
に
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
震
災
、
原
発
事
故
か
ら
５
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
消
防
団
を
含
め
た

地
域
防
災
力
の
強
化
が
叫
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　
火
災
は
も
と
よ
り
、
地
震
、
噴
火
、
豪
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
が
各
地
で

頻
発
し
、
地
域
防
災
力
の
重
要
性
が
増
大
し
て
い
る
一
方
、
社
会
情
勢
の

変
化
に
よ
り
地
域
防
災
の
担
い
手
で
あ
る
団
員
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と

が
困
難
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
消
防
団
は
愛
好
会
と
は
違
い
、
災
害
出
動
や
各
種
訓
練
な
ど
大
変
で
あ

り
厳
し
い
面
が
あ
り
ま
す
が
、
活
動
の
中
で
地
域
を
守
る
こ
と
に
よ
り
故

郷
を
想
う
気
持
ち
、
そ
し
て
一
生
つ
き
あ
え
る
仲
間
づ
く
り
、
さ
ら
に
は

自
己
の
人
間
形
成
を
図
り
、
や
が
て
は
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
成
長
す

る
た
め
の
か
け
が
え
の
な
い
団
体
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
消
防
団
は
将
来
に
わ
た
り
地
域
防
災
力
の
中
核
と
し
て
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
存
在
で
あ
り
ま
す
。

　
地
域
の
皆
様
に
は
ど
う
か
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
団
員
不
足
解
消
の
た

め
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
我
々
消
防
団
は
、
今
後
と
も
地
域
の
身
近
な
団
体
と
し
て
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
地
域
力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
安
心
の

田
村
市
づ
く
り
の
た
め
精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
私
た
ち
消

防
団
に
対
し
ま
し
て
、
特
段
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
わ
け
で
す

田村市消防団
団長　飛 田  充

平成 28 年度　
スタートにあたり

　
　平成２８年度　主要行事
　４月　１日（金）団幹部辞令交付式
　４月１０日（日）部長・新入団員訓練
　４月２４日（日）春季検閲
　６月１０日（金）消防殉職者等慰霊祭
　６月１１日（土）第６９回
　　　　　　　　　福島県消防大会
　６月１９日（日）第１２回消防協会
　　　　　　　　　田村支部幹部大会
１０月　２日（日）総合防災訓練
　１月　８日（日）出初式

火
災
ゼ
ロ
対
策
の
具
体
的
な
取
り
組
み

　【第６回 田村市消防操法大会】
　　１　日 時　　６月２６日（日）
　　２　場 所　　常葉運動場

　【第６回 消防協会田村支部消防操法大会】
　　１　日 時　　７月２４日（日）
　　２　場 所　　常葉運動場
　
　【第４０回 福島県消防操法大会】
　　１　日 時　　９月４日（日）
　　２　場 所　　福島県消防学校

◆消防操法大会

田村市下水道排水設備指定工事店（４月１日現在）

排
水
設
備
工
事
は

　
　
市
指
定
工
事
店
へ

　

公
共
下
水
道
に
下
水
を
流
す

た
め
に
は
、
各
家
庭
で
排
水
設

備
を
設
置
し
、
公
共
ま
す
に
接

続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

排
水
設
備
は
排
水
管
や
汚
水
ま

す
な
ど
を
設
置
し
、
台
所
・
洗
濯
・

風
呂
・
ト
イ
レ
・
洗
面
所
な
ど

か
ら
出
る
汚
水
を
速
や
か
に
公

共
下
水
道
へ
流
す
役
割
を
果
た

し
ま
す
。
ま
た
、
雨
水
は
下
水

道
管
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。

　

排
水
設
備
を
設
置
す
る
場
合

は
、
必
ず
市
の
指
定
工
事
店
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
指
定
工
事
店
は
、
基
準
に
合
っ

た
排
水
設
備
を
施
工
す
る
た
め

に
必
要
な
技
術
を
持
っ
て
い
る

と
市
が
認
め
た
業
者
で
す
。

　

指
定
工
事
店
に
申
し
込
む
と
、

排
水
設
備
の
設
計
・
施
工
の
ほ

か
、
工
事
の
完
了
、
検
査
、
使

用
開
始
ま
で
の
手
続
き
な
ど
を

行
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
任

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

　
　
建
設
部 

下
水
道
課

 

　
　

☎
81

－

２
５
１
２

所
在
地

工
事
店
名

電
話
番
号

船
引
町

荒
金
工
務
店

82-

４
７
０
４

安 

瀬 

ポ 

ン 

プ 

工 

業 

所

82-

２
０
６
８

㈱
安
藤
設
備
工
業

82-

４
４
０
２

㈱
大
和
田
設
備
工
業

82-

０
０
１
６

菊
地
建
設
㈱

82-

２
７
８
３

秀
和
建
設
㈱

82-

０
０
５
２

㈱
伸
和
商
会

82-

０
０
４
６

㈱
助
川
土
木

82-

２
１
４
２

㈱
鈴
船
建
設

82-

１
２
９
５

田
村
産
業
㈱

82-

０
７
２
０

㈱
と
さ
わ

82-

６
７
３
５

新
光
建
設
㈱

61-

４
４
１
６

㈲
藤
倉
建
設

82-

３
０
１
３

㈲
松
崎
工
業

82-

３
２
１
２

㈱
マ
ル
シ
ョ
ウ
田
母
神

82-

５
７
１
１

マ
ル
武
建
設
工
業
㈱

82-

１
１
９
０

㈲
三
浦
建
築

82-

０
５
０
１

㈱
武
藤
工
務
店

82-

４
１
０
１

㈲
柳
沼
設
備
工
業

82-

１
６
５
９

㈲
吉
田
設
備

82-

２
３
５
１

常
葉
町

㈲
石
井
設
備
工
業

77-

３
２
４
４

㈱
泉
建
設

77-

２
１
１
７

白
石
水
道
設
備
工
業

77-

３
４
４
４

㈱
西
向
建
設
工
業

77-

２
１
３
３

㈱
本
田
工
業

77-

４
１
２
２

㈱
渡
辺
建
設

77-
２
０
０
４

㈱
渡
辺
住
建
工
業

77-
３
２
２
６

大
越
町

三
和
工
業
㈱

79-
３
１
２
８

大
越
住
設

85-

３
１
７
４

㈱
渡
辺
工
業

79-

２
０
４
３

滝
根
町

奥
州
空
調

78-

３
７
０
８

㈲
サ
ク
マ
微
生
物
技
研
工
業

78-

３
６
６
６

富
岡
工
業
㈱

78-

２
３
２
３

㈱
中
島
商
店

78-

２
０
１
６

富
士
工
業
㈱

78-

３
３
５
５

矢
部
工
業
㈱

78-

２
１
６
５

桜
田
工
業
㈱

78-

２
１
６
１

都
路
町

㈱
東
友
建
設

75-

２
８
１
９

㈲
最
上
商
会

75-

２
０
５
６

所
在
地

工
事
店
名

電
話
番
号

郡
山
市

㈱
石
田
工
業
所

０
２
４-

９
３
２-

１
５
５
０

㈲
エ
コ
プ
ラ
ン
ト

０
２
４-

９
６
２-

７
８
７
７

㈱
エ
ヌ
エ
ス
工
業

０
２
４-

９
２
５-

４
３
３
３

㈲
遠
藤
設
備
工
業
所

０
２
４-

９
５
８-

３
２
４
５

㈱
三
光
設
備

０
２
４-

９
５
２-

０
０
９
７

㈱
田
母
神
工
業
所

０
２
４-

９
４
４-

２
２
０
９

㈱
テ
ク
ノ
山
元

０
２
４-

９
５
６-

１
０
０
７

㈱
ハ
リ
マ
設
備

０
２
４-

９
４
４-

１
０
８
４

㈲
東
洋
設
備
工
業

０
２
４-

９
５
７-

３
５
０
０

㈱
山
田
設
備

０
２
４-

９
４
５-

２
８
９
７

㈱
増
朋
設
備

０
２
４-

９
３
２-

４
６
８
７

㈱
ユ
ー
ア
イ

０
２
４-

９
４
３-

４
４
８
８

㈲
吉
田
設
備
工
業

０
２
４-

９
４
５-

８
０
０
６

㈱
リ
ペ
ア

０
２
４-

９
６
２-

０
７
７
１

㈲
和
輝
設
備

０
２
４-

９
２
７-

９
８
３
７

㈱
総
合
住
宅
環
境
セ
ン
タ
ー

０
２
４-

９
３
４-

１
２
２
６

福
島
フ
ァ
イ
ブ
工
業
㈱

０
２
４-

９
６
２-

４
３
０
７

㈲
安
積
工
業

０
２
４-

９
６
２-

７
７
３
６

㈲
光
恵
設
備
工
業

０
２
４-

９
６
２-

４
６
５
０

㈲
ス
ズ
キ
住
器

０
２
４-

９
５
１-

４
１
９
８

㈱
Ｓ
．
Ｗ
．
Ｓ

０
２
４-

９
６
１-

３
０
２
７

㈲
テ
ィ
ー
・
エ
ム
東
北
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
０
２
４-

９
５
８-

４
０
１
７

東
液
流
通
㈱

０
２
４-

９
７
２-

２
０
０
８

ヨ
シ
タ
住
設
工
業

０
２
４-

９
２
３-

０
０
２
４

村
上
設
備
工
業
㈱

０
２
４-

９
３
３-

７
７
２
２

㈱
エ
ー
エ
ス
工
業

０
２
４-

９
８
３-

３
８
１
９

須
賀
川
市

㈲
間
弓
設
備
工
業

０
２
４
８-

79-

４
７
８
８

㈱
セ
キ
ネ
設
備

０
２
４
８-

79-

４
２
０
４

㈱
ア
オ
キ

０
２
４
８-

88-

１
３
２
１

三
春
町

菅
野
建
設
工
業
㈱
田
村
支
店

０
２
４-

９
７
３-

８
９
９
５

本
宮
市

㈲
須
藤
住
機
工
業

０
２
４
３-

34-

５
５
２
８

い
わ
き
市

㈲
平
安
設
備

０
２
４
６-

22-

６
２
７
１

三
春
町

㈱
三
立
設
備

０
２
４
７-

62-

７
１
０
７

㈲
信
和
創
建

０
２
４
７-

62-

８
１
５
１

㈲
鶴
生
建
設

０
２
４-

９
４
２-

６
１
７
５

㈲
本
田
ポ
ン
プ
店

０
２
４
７-

62-

２
３
３
８

小
野
町

㈲
遠
藤
商
店

０
２
４
７-

72-

２
３
１
６

㈱
リ
フ
レ
ク
シ
ダ

０
２
４
７-

72-

３
１
４
１

㈱
ム
ナ
カ
タ
総
業

０
２
４
７-

72-

２
３
２
６

㈱
大
和
田
工
務
店

０
２
４
７-

72-

３
２
４
３

鏡
石
町

 

㈱
東
北
デ
バ
イ
ス
工
業

０
２
４
８-

62-

２
７
４
１

 

㈲
佐
藤
工
業

０
２
４
８-

62-

６
０
７
０

石
川
町

 

㈱
芳
賀
設
備

０
２
４
７-

26-

７
０
５
０

下
水
道
を
使
用
す
る
に
は

　　

下
水
道
を
使
用
す
る
た
め
に

は
、
宅
内
排
水
設
備
を
設
置
し

て
、
本
管
に
接
続
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
市
の
指
定
工

事
店（
下
表
を
参
照
）
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
排
水
設
備
工
事
の
た

め
、
金
融
機
関
か
ら
資
金
を
借

り
入
れ
た
場
合
は
、
限
度
額
の

範
囲
内
で
、
そ
の
利
息
の
２
分

の
１
を
市
が
補
助
す
る
制
度
も

あ
り
ま
す
。

下
水
道
に
早
め
の
接
続
を

　

下
水
道
に
接
続
す
る
と
、
水

洗
ト
イ
レ
が
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
内
雑
排
水
が
直

接
側
溝
に
流
れ
な
く
な
る
た
め

側
溝
か
ら
の
悪
臭
な
ど
が
な
く

な
り
、
そ
れ
ら
が
流
れ
込
ん
で

い
た
河
川
の
水
質
が
改
善
さ
れ

ま
す
。

　

下
水
道
は
、
河
川
な
ど
の
公

共
用
水
域
を
き
れ
い
に
し
、
良

好
な
生
活
環
境
を
維
持
す
る
重

要
な
役
割
も
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。


